
学校番号 1002 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国 語 科 科目 古典Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 古典Ｂ（大修館書店） 

副教材等 新修 古典文法（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・できるだけ多くの古典に親しむと共に、正確に内容を理解するために語彙力をさらに増やすこと。 

・古典文法の知識のさらなる獲得をめざすとともに、読解でいかせるよう努めること。 

・漢文では既習事項をいかし読解を行うとともにそこに書かれた思想・人物像に親しみを持つこと。 

 

２ 学習の到達目標 

・古典の世界に関心を持ち、深めていこうとする態度を身につける。 

・文章を正しく読解するために、文法事項をより多く身につける。 

・古文漢文問わず、そこに現れる思想をとらえる。 

・句法・漢詩に関する知識をさらに身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c：書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読んで、伝

え合う力を進んで

高めるとともに、

日本の言語文化の

基礎となる様々な

言語文化に対する

関心を深め、もの

の見方、感じ方、

考え方を豊かにし

ようとしている。 

  古典を読んで、

構成や展開に即

して内容を的確

にとらえ、自分

の考えを深め、

発展させてい

る。 

日本を始めとし

た、様々な国の伝

統的な言語文化

の差異を理解し、

日本の伝統的な

言語文化の特徴

やきまり、文法事

項などについて

理解し、知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワーク

シート） 

 

  記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査、小テ

スト 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワーク

シートなど） 

定期考査 

小テスト 

暗唱テストなど 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評

定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

説

話 

【古文】 

『沙石集』 

「「児の飴食ひたるこ

と」 

『宇治拾遺物語』 

「十二の「子」文字」 
○   ◎ ○ 

ａ：繰り返し音読することで、

古文に親しもうとしている。 

 

ｄ：主語・述語・目的語等を補

って現代語訳している。 

 

ｅ：重要語や基本語について理

解している。 

ａ：行動

の観察 

 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

随

筆 

【古文】 

『枕草子』 

「野分きのまたの日

こそ」「雪のいと高う

降りたるを」 

○   ◎ ○ 

ａ：文中に書かれている思想に

触れ古典の世界への関心を深

めようとしている。  

 

ｄ：語句や文法に注意し、文脈

に沿って本文を現代語訳して

いる。敬語を理解し会話の主を

読み取っている。 

 

ｅ：敬語の意味・用法について

理解を深めている。 

ａ：行動

の観察及

び記述の

点検 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 



歴

史

物

語 

【古文】 

『大鏡』 

「道真左遷」 

「競べ弓」 

「鶯宿梅」 

 

○   ◎ ○ 

ａ：作品や歴史物語について関

心を持ち、理解を深めようとし

ている。 

 

ｄ：敬語の使い方から人物関係

を正しく読み取れている。語句

や文法に注意しながら本文を

現代語訳している。 

 

ｅ：歴史物語の文学史的な位置

づけについて理解している。 

ａ：行動

の観察及

び記述の

点検 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

逸

話 

 

【漢文】 

「子罕弗受玉」「不死

之薬」「先従隗始」 

○   ◎ ○ 

ａ：導入分を読み、説得の技の

おもしろさを読み取ろうとし

ている。 

 

ｄ：論理の展開を正しく把握

し、説得の意図とその効果とを

読み取れている。 

 

ｅ：本文の物語としての展開を

理解するとともに、論理の展開

を理解できている。 

ａ：行動

の観察及

び記述の

点検 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

２
学
期 

日

記

物

語 

【古文】 

「紫式部日記」 

「蜻蛉日記」 

○   ◎ ○ 

ａ：作品や作者について関心を

持ち、理解を深めようとしてい

る。 

 

ｄ：本文で何を評価・批評され

いるかを読み取り、まとめるこ

とができている。 

 

ｅ：当該作品が文学史上どのよ

うな位置づけにあるか理解で

きている。 

ａ：記述

の点検 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 



物

語 

【源氏物語】 

「桐壺」 

「若紫」 

 

○   ◎ ○ 

ａ：作品や作者について関心を

持ち、理解を深めようとしてい

る。 

 

ｄ：敬語の使い方から人物関係

を正しく読み取っている。語句

や文法に注意しながら本文を

現代語訳している。 

 

ｅ：敬語の意味・用法について

理解を深めている。 

ａ：記述

の点検 

 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

調

べ

て

ま

と

め

る 

 

【古文】 

『源氏物語』に登場す

る人物の中で魅力を

感じる人物について

調べてまとめる 
○    ○ 

ａ：教科書掲載作品以外につい

て幅広く資料に当たって調べ

ようとしている。 

ｅ：当時の生活や文化について

の理解を深めている。 

ａ、ｅ： 

行動の観

察と記述

の確認 

英

雄

譚 

【漢文】 

「三国志」 

―「水魚の交わり」「劉

備の死」「諸葛孔明の

死」 

○   ◎ ○ 

ａ：漢文の歴史物語のおもしろ

さに親しみを覚えている 

 

ｄ：本文構成を理解し、話の展

開を読解している。 

 

ｅ：この話から生まれた故事成

語の意味や用法を理解してい

る。 

ａ：行動

の観察及

び記述の

確認 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

調

べ

て

発

表

す

る 

【漢文】 

「三国志」について調

べたことを発表する 

 
○    ○ 

ａ：さまざまな人物像を通し

て、人間の生き方についての考

え方を深めようとしている。 

 

 

ｅ：『三国志』の内容や作者、

文学史的位置づけについて理

解を深めている。 

ａ、ｅ： 

行動の観

察と記述

の確認 



３
学
期 

漢

文

に

お

け

る

思

想 

【漢文】 

道家・法家の思想 

 

○   ◎ ○ 

ａ：道家・儒家の思想の違いに

ついて考え、人間の生き方につ

いての考えを深めようとして

いる。 

 

ｄ：重要語や句法に注意しなが

ら本文を現代語訳している。 

 

ｅ：重要な語句や句法について

整理し、理解を深めている。儒

家・法家の思想を整理・理解で

きている。 

ａ：行動

の観察及

び記述の

点検 

 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

近

世

の

物

語 

【古文】 

『雨月物語』 

「浅茅が宿」 

○   ◎ ○ 

ａ：作品世界について関心を持

ち、理解を深めようとしてい

る。 

 

ｄ：語句や文法に注意しながら

本文を現代語訳している。 

 

ｅ：重要な語句や文法を整理

し、理解を深めている。 

 

ａ：行動

の観察及

び記述の

確認 

 

ｄ：記述

の確認及

び定期考

査 

 

ｅ：小テ

スト及び

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力  

c:書く能力 d:読む能力  e：知識理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


